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６福高文連自然第１２号 

令和６年８月２４日 

 関係学校長 殿 

福岡県高等学校芸術・文化連盟自然科学部門 

福 岡 県 高 等 学 校 理 科 部 会 

会 長  庄 山  健 一 

(福岡県立福岡中央高等学校長) 

 

第３９回福岡県高等学校総合文化祭自然科学部門福岡県大会研究発表大会 

兼 第２６回福岡県高等学校生徒 物理・地学研究発表大会 

兼 第３８回福岡県高等学校化学クラブ研究発表大会 

兼 第５７回福岡県高等学校生徒生物研究発表大会の開催について（依頼） 

 

晩夏の候、貴職におかれましてはますます御清栄のことと存じ上げます。日頃から、福岡県高等学校芸術・文化

連盟及び福岡県高等学校理科部会の活動に御理解と御協力をいただき、誠に感謝申し上げます。 

さて、第３９回福岡県高等学校総合文化祭自然科学部門福岡県大会研究発表大会 兼 第２６回福岡県高等学校

生徒 物理・地学研究発表大会 兼 第３８回福岡県高等学校化学クラブ研究発表大会 兼 第５７回福岡県高等学

校生徒生物研究発表大会を下記のとおり開催いたします。 

つきましては、貴校自然科学系部活動の関係教職員及び生徒の参加に、御配慮賜りますようお願い申し上げます。  

 

記 

 

１ 主催  福岡県高等学校芸術・文化連盟、福岡県教育委員会、福岡県高等学校理科部会 

 

２ 共催  福岡工業大学 

 

３ 後援  福岡市教育委員会、福岡県高等学校芸術科研究会 

朝日新聞社、西日本新聞社、毎日新聞社、読売新聞西部本社 

 

４ 日時  令和６年１１月９日（土）   

８：３０～ ８：５０ 受付 

８：４０～ ９：００ 顧問連絡会 

９：１０～ ９：２５ 開会行事 

９：３０～１２：００ 研究発表（午前の部） 

１３：００～１５：３０ 研究発表（午後の部） 

１６：００～１６：３０ 閉会行事 

※時間は、発表数により部門ごとに変更することがあります。 

 

５ 会場  福岡工業大学 

〒８１１－０２９５  福岡市東区和白東３－３０－１ 

TEL：０９２－６０６－０６０７ 

※食堂は食事会場として使用しますが、昼食は持参してください。福工大周辺は食事をとれるところ 

 が非常に少ないです。 

 

６ 参加資格 

(1) 福岡県高等学校芸術・文化連盟加盟校に所属する生徒であり、個人情報使用に関する承諾書を学校に提出

した生徒とします。 

(2) 自然科学系部活動に所属する生徒を原則とします。ただし、自然科学系の部活動が出場しない学校につい



ては、一般の生徒の参加を認める場合があります。その場合、出場資格の確認を行いますので、高文連自然科

学専門部委員長（福岡中央高等学校 澤田）まで御連絡ください。 

 

７ 個人情報の使用に関すること 

大会の記録や報告等のため、福岡県高等学校芸術・文化連盟が定める個人情報を使用します。福岡県高等学校

芸術・文化連盟の「個人情報の使用に関する承諾書」を提出して参加してください。承諾書は、各顧問の先生が  

本年度中は保管をお願いいたします。「個人情報の使用に関する同意書」のファイルは、実施要項同様、福岡県  

芸術・文化連盟のホームページからダウンロードしてください。 

 

８ 著作権等について 

著作権や肖像権等の権利者の承諾が必要な場合は、所定の手続きを行って参加してください。 

 

９ 参加申込 

(1) 発表は、物理部門、化学部門、生物部門、地学部門に分類します。各校からは、それぞれの部門につき２件

までの発表を認めます。 

(2) 参加申し込みはGoogle Formsにて行います。別紙１の「参加申し込みについて」をご確認の上、別紙1に

記載のリンク先より入力・送信してください。「参加申し込みについて」のファイルは、実施要項同様、福岡

県芸術・文化連盟のホームページからダウンロードしてください。 

  (3) １１月１６日(土)のポスター発表大会と重複した内容でも、申し込みできるものとします。１つのテーマ

で、研究発表大会とポスター発表大会の両方に申し込んでも、研究発表大会のみに申し込んでも構いません。 

(4) 申込みを行った学校は、発表要旨をＡ４用紙２枚にまとめ、その電子データ（ＰＤＦ）を各部門の提出先へ

１０月１６日（水）までにメールで提出してください。提出先は、以下「１４ 提出先・お問い合わせ先」を

参照してください。 

※ 発表要旨の形式は、全国大会（2024ぎふ総文）の発表論文作成要領に基づいて作成するものと 

します。高文連全国自然科学専門部ホームページ（ http://shizenkagaku-senmonbu.jp/nc3/ ）を 

参照してください。 

※提出するＰＤＦファイルのタイトルは「研究〇〇部門_要旨_学校名_発表タイトル」とすること。 

  例）「研究化学部門_要旨_福岡中央_□□□について」 

(5) 書類の提出期限を厳守してください。提出期限が守られない場合は、事前審査の得点が０点になったり、

参加資格を失ったりすることがあります。 

    

１０ 発表について 

(1) 発表は１２分以内とし、その後４分程度の質疑応答を実施します。ただし、発表や質疑応答の時間は、発表

数によって部門ごとに変更する場合があります。 

(2) 発表についてはパソコンとプロジェクターを使用してください。 

(3) 提出された要旨は、大会要旨集としてまとめ、参加者に配布します。 

(4) 参加申込の際に入力した発表タイトルの変更は認めません。 

(5) 発表順は、大会１週間前頃にメールにて発表いたします。 

(6) 研究結果の再現性・信頼性を高めると共に、継続研究、引用について明確に表示し、研究倫理の確立に努め

てください。 

 

１１ 感染症予防について 

(1) 会場の見学はどなたでも可能ですが、参加者の把握のため、当日受付にて氏名、所属等をご記入いただき

ます。 

(2) 来場される方は全員、当日朝の検温をお願いします。感染の可能性のある場合や体調が優れない場合は参

加をご遠慮ください。また、会場内では手指消毒等の感染症対策にご協力ください。 

http://shizenkagaku-senmonbu.jp/nc3/


(3) 発表校のうち、発表者が体調不良等で参加できなくなった場合は、代理の発表者を立てるようにしてくだ

さい。 

 

１２ 審査及び表彰 

(1) 全国高等学校総合文化祭自然科学部門審査規定に基づき、要旨の内容の事前審査と当日審査を実施します。 

(2) 各部門、最優秀賞１校・優秀賞３校を高文連から表彰します。 

(3) 各部門の最優秀賞１校を、令和７年７月２６日（土）〜７月３１日（木）に香川県で開催される全国高文連

主催の全国高文祭に福岡県代表として推薦します。 

(4) 各部門の優秀賞３校を、令和６年１２月２１日(土)～２２日(日)に福岡工業大学で開催される九州高等学

校理科教育研究会主催の九州地区生徒理科研究発表会に福岡県代表として推薦します。 

 

１３ その他 

(1) 日程、時間等で変更のある場合は、事務局から参加校へ連絡します。 

 

１４ 提出先・お問い合わせ先 

 締め切り 提出方法 提出先 

参加申込 １０月２日(水) 
Google Formsにて 

入力 
福岡県立福岡中央高等学校 澤田浩司 

要旨 １０月１６日(水) 

電子データ(PDF)を 

メールに添付して 

送信 

物理・地学 ： 福岡県立小倉高等学校 井上哲秀 

化学 ： 福岡県立福岡高等学校 栗下由貴 

生物 ： 福岡県立香住丘高等学校 田畑亮平 

 

高文連事務局（参加申込について） 

福岡県高等学校芸術・文化連盟自然科学専門部 専門委員長  澤田 浩司 

E-mail  sawada-k@fku.ed.jp  

〒810-0014 福岡市中央区平尾3丁目20-57 福岡県立福岡中央高等学校 

TEL：092-521-1831   FAX：092-526-0189  

 

 

物理・地学部門 （要旨の提出について） 

福岡県高等学校理科部会 物理・地学部会  井上 哲秀 

E-mail： inoue-t9@fku.ed.jp 

〒803-0828 北九州市小倉北区愛宕2-8-1 福岡県立小倉高等学校 

TEL：093-592-3901   FAX：093-582-7669   

 

 

化学部門 （要旨の提出について） 

福岡県高等学校理科部会 化学部会 栗下 由貴 

E-mail：kurishita-y@fku.ed.jp 

〒812-0043 福岡市博多区堅粕1-29-1   福岡県立福岡高等学校 

TEL：092-651-4265   FAX：092-632-5038   

 

 



生物部門 (要旨の提出について) 

福岡県高等学校理科部会 生物部会  田畑 亮平 

E-mail  fukuokanaturalscience@gmail.com 

〒813-0003 福岡市東区香住ヶ丘1-26-1 福岡県立香住丘高等学校 

TEL：092-661-2171   FAX：092-673-1567 

 

 

１５ 全国高等学校総合文化祭自然科学部門審査規定 

  審査は次のⅠ,Ⅱにより行われる。 

 

Ⅰ 発表前に提出された研究発表論文による事前審査（計10点） 

  ａ 発表論文のまとめ方は適切であるか。（5点） 

    （調査・研究の目的や方法、情報の収集や処理、結果などの各項目が記載されているか。） 

  ｂ 調査・研究の手段、情報処理などに創意工夫がなされているか。（5点） 

    （調査･研究法でのアイディア、調査結果･実験データ･各種資料の処理上でのアイディア） 

 

Ⅱ 発表会場における当日審査（計30点） 

  ａ 発表の手段や方法は適切であったか。（10点） 

    （プレゼンテーションソフト、チャート、スライドなどの作成技術、使用法） 

  ｂ 発表の態度はどうであったか。（10点） 

    （発表時間は有効に使えたか、発表に説得力はあったか） 

ｃ 調査・研究の結果に基づいた推論が出されているか。（10点） 

（データに基づいた推論がなされているか、事実と仮定の区分は明確になされているか等） 

  


